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アプリケーション

容易に構築できる球面ディスプレイ環境

球面没入型ディスプレイは，映像でユーザを覆う
ことで臨場感を高め，あたかもその場にいるか
のように感じさせるシステムである．

１．光学設計が複雑かつ煩雑である
２．想定される歪みをあらかじめ適用する必要がある
３．設置するときに調整が必要である

球面ディスプレイの特徴 球面ディスプレイの問題点

容易に構築するには

・シミュレータなどにより，光学設計が容易にできること
・想定される歪みをテーブル出力し，Unityなどにおいてコンテンツ作成を容易にすること
・実際に表示される歪みを確認しながら，シミュレータのパラメータを調整できること

シミュレータと構築例

Required time for 
calculation [s]

Total number of feature points

121 points 441 points

No Optimization OpenMP OpenMP

Full search algorithm 10.99  7.05  22.76 

Hill‐climbing method 0.44  0.21 0.20 

OpenMPと山登り法により，歪みを確認しながら，リアルタイムにてパラメータ
調整によるシミュレーションができることを確認した

他の構築例 様々な形式の球面ディスプレイを容易に構築できることを確認した

アクリルドームの例 発泡スチロール
スクリーンの例


